
















昨年度の研究において,慢性疾患児の異常行動の調査に Rutter and graham の Child Scale

を用いることが決定された。この Child Scaleには A(両親用)と B(教師用)とがあるが,項

目としては共通することが多い。このChild Scaleを用いて正常児ではどの程度異常行動

の頻度がみられるのか,また合計点でどのていどから異常と判定してよいのかを検討する

ことがまづ必要である。しかし,かかる研究においては,比較的調査が容易な学校での教師

による評価が最も適当であると考えられる。そこで,Child Scale B を用いて小学生を対象

として検討してみることとした。なお,教師間の評価の差がどのていどであるかを見るため

に 1クラス 2名の担任のいる養護学校(精神薄弱)もあわせて調査した。しかし,本報告では

主として普通小学校の成績をとりあげることとした。 


